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【応募資格】　噛プロ部門＝販売・メニュー化を前提とし、市内に店舗を有していること。

　　　　　　噛家庭部門＝市内に住所を有し、販売を目的としない個人またはグループ。

【作品】　登米市産の米粉をメーンにして地元食材を組み合わせた「創作料理」で、他のコンテス

　トへの応募実績または応募予定のないもの。※作品応募に関わる費用は応募者が負担します。

【応募方法】　各総合支所および市内道の駅に備え付けの応募用紙（市ホームページからもダウン

　ロード可）に次の必要事項を記入し、持参・郵送または電子メールで応募してください。

　※複数応募も可

　① 郵便番号・住所・電話番号・氏名（ふりがな）・性別・年齢・職業・電子メールのアドレス　

　② 応募する作品のレシピ＝作品名・応募部門（プロ、家庭）・材料と分量（２人前）・作り方（個条書

　き）・調理時間・その他（調理のポイントやセールスポイント）

　③料理の完成写真

【募集期限】　１０月9日（金）　午後５時（必着）※郵送は当日消印有効　

【著作権】　① 応募作品に関する一切の権利は、市に帰属します。

　　　　　② 応募用紙および写真は返却しません。

【審査会】　１０月１５日（木）午前１０時３０分～正午　宝江ふれあいセンター（中田）

　審査当日に、作品を持参していただきます。（展示用＝１人前、試食用＝４人前）また、会場の

　調理室も使用できますので、使いたい人は事前に問い合わせください。

【審査基準】　① 共通事項＝米粉活用度、独創性、外観、食味・食感

　　　　　　② プロ部門＝商品性　③ 家庭部門＝利便性

【表彰】　１０月２４日（土）開催の「第５回登米市産業フェスティバル」会場で、表彰式を行います。

　またプロ部門の入賞者には会場内で販売し、来場者にＰＲしていただきます。

　副賞：（１）最優秀賞（各部門１作品）＝登米っこマネー 10,000円分・米粉２ｋｇ

　　　　（２）優秀賞（各部門２作品）＝登米っこマネー5,000円分・米粉２ｋｇ

　　　　（３）佳作（各部門２作品）＝登米っこマネー3,000円分・米粉２ｋｇ

　　　　（４）料理長賞（特別賞）＝登米産牛 10,000円分・米粉２ｋｇ

　　　　　　　（料理長賞のみ（１）～（３）との重複受賞も可）

【参加賞】　ケーキ用米粉・パン用米粉のいずれか１ｋｇ

　近年、米の消費量が減少傾向にある中で、米の主産

地である登米地域としては、その消費拡大が課題と

なっています。そこで、市としても米の消費拡大のた

め、米粉を素材とした新商品の開発や家庭での新しい

米粉料理の普及を目指し、「米粉創作料理コンテスト」

を開催します。

【申し込み・問い合わせ】　産業経済部農林政策課　経営支援係　〒９８７－０６０２　登米市中田町上沼字西桜場１８番地

　緯 0220（34）2716　胃 0220（34）2801　死 nourinseisaku@city.tome.miyagi.jp

～アイディア料理お待ちしています～アイディア料理お待ちしています～～

【募集人数】　２０人
【応募資格】　２０歳以上で米粉料理に関心がある人。当
　日審査会場まで来ていただき、公正な審査を行うこ
　とができる人。（交通費・謝礼費などはありません）
　※コンテストに作品の応募をした人は、応募できま
　せん。
【応募方法】　郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、年齢、
　職業、性別、電話番号を明記し、郵送・電子メール
　・ファクシミリのいずれかの方法で申し込んでくだ
　さい。
【募集期限】　１０月２日（金）必着（先着順）

【審査会】　１０月１５日（木）　午前１０時３０分～正午
　宝江ふれあいセンター（中田）
【審査方法】　審査基準に基づいて、有識者（プロの料
　理人、栄養士など）の皆さんと一緒に審査をします。
　プロおよび家庭部門から、それぞれ１作品ずつ良い
　と思った料理を選定（投票）します。
【審査基準】　
　①米粉がメーンに活用されているか
　②独創性(アイディア性)に優れているか
　③食味、食感、見た目の美しさはどうか
　④家庭や施設などで手軽に料理できるか

「米粉創作料理コンテスト」の一般審査員も募集しています
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　bjリーグ登米市大会を記念して、プロバスケットボー

ルチーム、仙台89ERSの選手・コーチによるバスケット

ボールクリニックを開催します。

　最高のレベルで指導してもらえるチャンスです。

【日時】　１０月１６日（金）午後４時３０分～６時

【場所】　中田総合体育館（なかだアリーナ）

【講師】　仙台89ERS選手・コーチ

【対象者・募集人員】　市内に在住し、市スポーツ少年団

　に登録している小学４～６年生１００人。同じく中学１・

　２年生１００人。※先着順

【参加費】　無料

【申込方法】　電話

【申込期限】　１０月９日（金）

【その他】　 ▼当日までに、スポーツ少年団取り扱いのス

　ポーツ安全保険に加入していること。 ▼当日は、運動

　のできる服装で、上靴とバスケットボールを持参する

　こと。

【申し込み・問い合わせ】

　登米総合体育館（とよま蔵ジアム）

　緯 0220（53）1155

バスケットボールクリニック参加者募集 bjリーグ 仙台89ERS ホームゲーム

秋の交通安全運動が始まります
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　市内における交通事故の特徴として、①高齢者が関わる死亡事故件数が多い、②夕暮れ時から夜間の歩行者・

自転車乗用者の死亡事故が多い、③飲酒運転による検挙者数・事故件数が多いことが挙げられます。

　市では、これらへの対策を中心に、秋の交通安全運動を展開します。交通事故の撲滅は、市民誰もが望む共通

の「願い」です。この「願い」をかなえるためには、市民一人一人が「交通ルール　守るあなたが　守られる」

という思いを強く持ち続け、それを実践することが最も重要です。出掛けるとき、運転するときはいつも「交通

安全」を心掛けましょう。

【問い合わせ】　

　市民生活部市民生活課　市民総務係　緯 0220（58）2118

【チケット販売場所・料金】

▼田口セイコー堂（迫） ▼アスリートスポーツ（中田）

　 ▼つか勇食堂（登米） ▼あらい食品（米山）

【問い合わせ】

　 ▼登米市bjリーグ誘致等連絡調整会議

　（事務局）教育委員会生涯学習課　体育振興係

　緯 0220（34）2698

　 ▼株式会社仙台スポーツリンク　緯 022（215）8138

当日券前売り券席　種

5,500円5,000円コートサイドＳ席

4,500円4,000円コートサイドＡ席

3,500円3,000円１階アリーナ指定席

3,000円2,500円大人

自由席 2,000円1,500円高校生

1,300円1,000円小・中学生

10月1７日（土）・18日（日）

 両日とも 午後３時試合開始

登米総合体育館（とよま蔵ジアム）

新潟アルビレックスＢＢ

日　時

場　所

対戦相手

～bjリーグ公式戦～～89ERSが指導します～

９月21日（  　月）～ 30日（  　水）

　市では、６５歳以上の人で、全ての運転免

許を自主的に返納された人に、市民バス無

料乗車券（１年間）や感謝状などを贈呈し

ています。また、佐沼・登米両地区交通安

全協会においても支援事業を実施していま

す。詳しくは下記問い合わせ先に連絡くだ

さい。

活用しましょう！
高齢者運転免許自主返納支援事業

飲酒運転は犯罪です！
　登米市は県内他市町村と比べても、飲酒運転による

検挙件数・事故件数の割合が高い地域となっています。

　運転者は、飲酒運転が引き起こす事故の重大性、一

瞬にして人命を奪う車の危険

性を十分に認識し、また家庭

・地域では飲酒運転をさせな

い環境づくりに努め、飲酒運

転をなくしましょう。




